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日
本
の
国
際
収
支
構
造
の
変
化
と
そ
の
要
因

伊　

藤　

恵　

子

　

た
だ
い
ま
御
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
千
葉
大
学
の
伊

藤
恵
子
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
、
日
本
の
国
際
収
支
構
造
に
関
し
て
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
釈
迦
に
説
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
最
初
に
日
本
の
国
際
収
支
構
造
の
推
移
と
現
状
に
触

れ
た
後
、
今
年
三
～
六
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
財
務
省

「
国
際
収
支
か
ら
見
た
日
本
経
済
の
課
題
と
処
方
箋
」
懇

談
会
で
の
議
論
を
御
紹
介
し
ま
す
。
研
究
開
発
や
人
材
に

対
す
る
投
資
を
し
っ
か
り
行
い
、
輸
出
拡
大
を
進
め
て
い

く
、
つ
ま
り
正
攻
法
で
い
く
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
の
が
私
の
個
人
的
な
結
論
で
す
。
続
い
て
、
国
際
収

支
構
造
変
化
の
ミ
ク
ロ
的
要
因
、
そ
し
て
最
後
に
、
不
確

実
性
が
高
い
の
で
何
と
も
言
え
な
い
部
分
も
多
い
の
で
す

が
、
ト
ラ
ン
プ
2.0
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
お
話
し
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一�

、
日
本
の
国
際
収
支
構
造
の

推
移
と
現
状

　

御
承
知
の
と
お
り
、
国
際
収
支
統
計
に
は
、
経
常
収

支
、
金
融
収
支
、
資
本
移
転
等
収
支
と
い
う
項
目
が
あ
り

ま
す
が
、
資
本
移
転
等
収
支
は
金
額
が
非
常
に
小
さ
い
た
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め
、
国
際
収
支
統
計
を
構
成
す
る
主
な
項
目
は
経
常
収
支

と
金
融
収
支
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
を
合
わ
せ
て

ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
な
形
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

経
常
収
支
に
関
し
て
は
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
等
で
毎
月

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
項
目
と
し
て
は
、
貿
易
収

支
、
サ
ー
ビ
ス
収
支
で
、
最
近
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き

て
い
る
の
が
第
一
次
所
得
収
支
（
海
外
の
子
会
社
等
か
ら

の
配
当
金
や
投
資
収
益
等
）
で
す
。

　

国
際
収
支
統
計
は
、
全
て
の
取
引
が
必
ず
二
度
の
記
載

を
伴
う
複
式
計
上
方
式
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
ま
す
（
図

表
１
）。
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
・
輸
入
、
所
得
の
受
け

取
り
・
支
払
い
は
経
常
収
支
の
項
目
に
入
り
、
金
融
資
産

の
減
少
・
増
加
、
対
外
債
務
の
増
加
・
減
少
は
金
融
収
支

の
項
目
に
入
り
ま
す
。
た
だ
し
、
経
常
収
支
と
金
融
収
支

の
間
に
何
ら
か
の
因
果
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
必
ず
二
度
の
記
載
を
伴
う
と
い
う
統
計
作
成
上
の

ル
ー
ル
に
よ
り
、
経
常
黒
字
が
増
え
れ
ば
同
時
に
必
ず
対

図表１

国際収支統計の複式計上方式
• すべての取引は、自国と外国との間の等価交換

• 同価値の財と資産の交換
• 同価値の資産同士の交換

• 国際収支表では、すべての取引は必ず2度の記載
を伴う複式計上方式によって記録される
国際収支の貸方・借方記載ルール

借方（Debit）

財・サービスの輸出 財・サービスの輸入

所得の受け取り 所得の支払い

金融資産（対外債権）の減少 金融資産（対外債権）の増加

負債（対外債務）の増加 負債（対外債務）の減少

貸方・借方は、実際の貸
借関係を意味しない。
経常収支と金融収支との
間に何らかの因果関係が
あるわけではない。
←多くの人が誤解

経常黒字（赤字）が増え
れば、「同時に、必ず」
対外資産も増える（減
る）
←統計作成上のルールの
ため

収支は黒字が善、赤字が
悪ではない。経済構造を
反映するもの。

貸方（Credit）
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外
資
産
も
増
え
る
、
逆
に
、
経
常
赤
字
が
増
え
れ
ば
同
時

に
必
ず
対
外
資
産
も
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
黒
字
は

善
、
赤
字
は
悪
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
し
て
も
連
想
し

が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
収
支
と
い
う
の

は
経
済
構
造
を
反
映
す
る
も
の
で
す
の
で
、
こ
の
点
は
注

意
が
必
要
で
す
。

　

日
本
の
経
常
収
支
の
推
移
を
一
九
九
六
年
か
ら
見
て
み

る
と
、
一
貫
し
て
黒
字
が
続
い
て
い
ま
す
（
図
表
２
）。

し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
を
境
に
そ
の
構
造
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
ま
で
は
貿
易
収
支
の
黒
字
が
大

き
か
っ
た
の
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
輸
入
が
増
え
、
円
高
も
進
行
し
、
そ
れ
以
降
、

貿
易
収
支
は
赤
字
の
年
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一

二
年
末
か
ら
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
り
、
円
安
に
よ
っ
て

二
〇
一
六
年
に
一
旦
黒
字
に
な
り
ま
し
た
が
、
黒
字
幅
は

大
き
く
な
く
、
ま
た
長
続
き
せ
ず
、
こ
こ
数
年
は
再
び
赤

字
の
状
況
で
す
。
一
方
、
第
一
次
所
得
収
支
は
黒
字
が
ど

図表２

日本の経常収支の推移（1996～2023 暦年・2024年上半期）

2010年代以降、経常収支黒字の主因は、
貿易収支から所得収支へと変化。

円安効果もあり、近年は第一次所得収支
黒字が過去最大。

アベノミクスによる円安で2016年には貿
易収支が黒字となったが、黒字幅は大き
くはなかった。

2015年ごろからはインバウンドの増加な
どでサービス収支の赤字は縮小。

コロナ禍を経てインバウンドは回復した
が、デジタル関連サービス収支の赤字が
拡大。

-300,000

-200,000

-100,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000
（億円）

貿易収支 サービス収支 第一次所得収支 第二次所得収支 経常収支

〔出所〕　財務省『国際収支状況』
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ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
ま
す
。
円
安
効
果
も
あ
り
、
近
年
は

過
去
最
大
の
黒
字
で
す
。
つ
ま
り
、
経
常
収
支
黒
字
の
主

因
は
、
貿
易
収
支
か
ら
第
一
次
所
得
収
支
へ
と
変
化
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
収
支
に
つ
い
て
は
、
一
貫
し
て
赤
字
だ
っ
た

も
の
が
、
二
〇
一
五
年
ご
ろ
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加

な
ど
で
黒
字
の
方
向
に
動
き
、
赤
字
は
縮
小
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
な
く

な
り
、
再
び
赤
字
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
は
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
サ
ー

ビ
ス
収
支
の
赤
字
が
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
収

支
は
依
然
と
し
て
赤
字
で
あ
る
の
が
最
近
の
状
況
で
す
。

　

経
常
収
支
黒
字
の
主
因
で
あ
る
第
一
次
所
得
収
支
の
黒

字
は
、
二
〇
二
一
年
度
以
降
、
毎
年
、
過
去
最
高
を
更
新

し
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
と
比
べ
る
と
、
円
建
て
で
は

二
・
五
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
約
六
割

は
為
替
変
動
、
つ
ま
り
円
安
が
要
因
で
す
。

　

さ
ら
に
、
第
一
次
所
得
収
支
は
、
直
接
投
資
収
益
、
証

券
投
資
収
益
、
そ
の
他
投
資
収
益
に
分
け
ら
れ
、
直
接
投

資
収
益
の
中
の
再
投
資
収
益
が
か
な
り
大
き
い
こ
と
も
留

意
点
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。
再
投
資
収
益
と
い
う
の
は
、

海
外
の
子
会
社
の
内
部
留
保
に
な
っ
て
い
る
お
金
で
す
。

日
本
の
親
会
社
が
危
な
い
場
合
に
は
国
内
に
持
っ
て
く
る

こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
基
本
的
に
は
海
外

拠
点
で
留
保
さ
れ
て
お
り
、
将
来
、
海
外
投
資
に
使
わ
れ

る
お
金
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
国
内
に
戻
っ
て
は
い
ま
せ

ん
。

　

第
一
次
所
得
収
支
の
黒
字
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、

日
本
に
あ
る
外
資
系
企
業
が
海
外
の
親
会
社
に
払
う
お
金

よ
り
も
、
日
本
企
業
が
海
外
に
持
っ
て
い
る
子
会
社
か
ら

受
け
取
る
配
当
金
等
の
ほ
う
が
大
き
い
こ
と
も
反
映
し
て

い
ま
す
。
な
ぜ
そ
う
な
る
か
と
い
う
と
、
日
本
は
対
外
直

接
投
資
に
対
し
て
対
内
直
接
投
資
が
少
な
い
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、
対
内
投
資
と
対
外
投
資
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
第



45―　　―

日本の国際収支構造の変化とその要因

一
次
所
得
収
支
の
大
き
な
黒
字
と
関
係
し
て
い
る
の
で

す
。

　

対
内
投
資
と
対
外
投
資
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
様
々
な

計
測
方
法
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
国
際
比

較
し
て
み
る
と
、
日
本
の
対
内
直
接
投
資
残
高
は
五
・
八

九
％
で
一
九
六
位
と
、
北
朝
鮮
よ
り
も
下
位
に
位
置
し
て

い
ま
す
（
図
表
３
）。
日
本
は
分
母
で
あ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
比

較
的
大
き
い
た
め
、
対
内
直
接
投
資
の
絶
対
額
は
あ
る
程

度
大
き
い
の
で
す
が
、
経
済
規
模
と
比
較
す
る
と
対
内
直

接
投
資
は
極
め
て
小
さ
い
と
言
え
ま
す
。
一
方
、
対
外
直

接
投
資
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
五
〇
・
九
二
％
で
二
四
位

で
す
。

　

対
内
投
資
と
対
外
投
資
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
昔
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は
一
九
九
〇
年
代
初
め
に
対

日
投
資
会
議
を
設
置
し
、
対
内
直
接
投
資
の
促
進
を
図
っ

て
き
た
も
の
の
、
新
規
の
投
資
は
な
か
な
か
増
え
ず
、
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
も
こ
の
ま

図表３

対内・対外直接投資残高対GDP比（%）の国際比較（2023年）

対外投資と対内投資のアンバランスは、な
かなか改善されない。

円安が続けば、対内投資が増加する可能性
が高いが、大型買収が増えるかもしれない。
外資に買収された後、業績や生産性が向上
するなら、買収を否定的に捉える必要はな
い。

※日本について、Out-In M&Aの効果につい
ての実証研究の蓄積は十分とはいえない。
・Fukao et al.（2005, 2006）：In-In M&Aよりも
Out-In M&Aの方が、パフォーマンスの良い
企業が買収される傾向。外資に買収された
後、利益率は向上する傾向。雇用に対して
明確な負の影響は確認できない。
・田中（2023）: 外資M&Aによって被買収
企業の経営状況は必ずしも改善しない。

対内投資 対外投資
1英領バージン諸島 67555.32 1英領バージン諸島 10906.59
2ケイマン諸島 9001.90 2ケイマン諸島 5733.92
3マルタ 3399.65 3マルタ 3259.78
4ルクセンブルク 1375.81 4ルクセンブルク 1951.52
5シンガポール 561.70 5香港 536.91
6香港 557.69 6シンガポール 382.44

37英国 91.16 16台湾 68.71
98米国 46.87 17英国 63.51

125フランス 33.35 21フランス 53.87
146ドイツ 25.29 24日本 50.92
159中国（本土） 20.60 27ドイツ 48.85
170台湾 17.20 32韓国 39.80
171韓国 16.58 40米国 34.49
177インド 14.99 58中国（本土） 16.54
195北朝鮮 6.34 85インド 6.59
196日本 5.89
197キリバス 5.87
198ネパール 5.04
199バングラディシュ 4.92

〔出所〕　UNCTAD Data Hub
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ま
円
安
が
続
け
ば
、
対
内
投
資
が
増
加
す
る
可
能
性
は
高

い
と
思
い
ま
す
が
、
先
日
報
道
が
あ
っ
た
セ
ブ
ン
＆
ア
イ

の
買
収
提
案
な
ど
、
大
型
の
買
収
案
件
が
増
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
買
収
さ
れ
た
後
、
業
績
や
生
産
性

が
向
上
す
る
な
ら
、
買
収
を
必
ず
し
も
否
定
的
に
捉
え
る

必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
に
関
し
て
、
外
資
に
買
収
さ
れ
た
企
業
の
業
績
が

良
く
な
る
か
ど
う
か
は
、
研
究
の
蓄
積
が
少
な
い
た
め
、

良
く
な
る
と
も
悪
く
な
る
と
も
言
え
な
い
の
で
す
が
、
例

え
ば
、
二
〇
〇
五
年
と
二
〇
〇
六
年
、
私
と
一
橋
大
学
の

深
尾
教
授
ほ
か
で
行
っ
た
研
究
で
は
、
国
内
で
の
買
収
よ

り
も
外
資
に
よ
る
買
収
の
ほ
う
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
良

い
企
業
が
買
収
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
か
つ
、
外
資
に
買

収
さ
れ
た
後
に
利
益
率
が
向
上
す
る
と
い
う
傾
向
を
見
出

し
ま
し
た
。
た
だ
、
外
資
に
よ
る
買
収
件
数
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
く
、
そ
の
後
は
頑
健
な
統
計
分
析
が
あ
ま
り
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
昨
年
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
田

中
氏
が
行
っ
た
分
析
で
は
、
外
資
に
買
収
さ
れ
た
企
業
の

経
営
状
況
は
必
ず
し
も
改
善
す
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
外
資
に
買
収
さ
れ

た
後
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
見
解

は
な
い
も
の
の
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
う
ま
く
出
せ
れ
ば
、

何
ら
か
の
プ
ラ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
あ
り
得
る
と
思
い
ま

す
。二�

、
財
務
省
『
国
際
収
支
か
ら
見
た

日
本
経
済
の
課
題
と
処
方
箋
』

懇
談
会
で
の
議
論

　

当
懇
談
会
で
は
、
始
め
に
現
状
整
理
と
し
て
、
第
一
次

所
得
収
支
の
黒
字
は
大
き
い
が
国
内
に
は
還
流
し
て
い
な

い
、
対
内
直
接
投
資
が
著
し
く
低
い
と
い
っ
た
課
題
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
主
要
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
見

通
し
も
情
報
共
有
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
少
子
高
齢
化
が
進
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み
、
国
内
の
生
産
や
輸
出
が
増
え
な
い
状
況
が
続
く
と
、

今
後
、
経
常
収
支
の
黒
字
は
縮
小
な
い
し
赤
字
転
化
の
可

能
性
も
あ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
報
告
書
で
は
、
国
際
収
支
の
各
項
目
に
関
す

る
様
々
な
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
そ
れ
に
対
す
る
処
方

箋
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
⑴
新
陳
代
謝
促

進
・
労
働
移
動
円
滑
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
、
⑵
人
的
資

本
へ
の
投
資
、
技
術
の
開
発
・
活
用
（
含
む
再
エ
ネ
、
原

発
）、
⑶
国
内
投
資
・
対
内
直
接
投
資
の
促
進
、
⑷
金
利

上
昇
へ
の
備
え
と
し
て
の
財
政
健
全
化
で
す
。
こ
れ
ら
は

こ
の
二
〇
～
三
〇
年
、
経
済
学
者
が
言
い
続
け
て
き
た
こ

と
で
あ
り
、
何
か
新
し
い
も
の
が
出
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
の
が
個
人
的
な
感
想
で
す
。
し
か
し
、
長
く
指

摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
は
い
え
、
今
、
構
造
的
な
改
革
を

し
っ
か
り
や
ら
な
い
と
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
、
逆
に

言
う
と
、
今
、
着
実
に
改
革
を
実
施
す
れ
ば
日
本
経
済
の

伸
び
し
ろ
は
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
、
報
告
書
で
は
、
三

七
〇
兆
円
に
も
上
る
民
間
企
業
の
現
預
金
を
未
来
に
向
け

た
投
資
へ
有
効
活
用
せ
よ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
背
後
で
、
貿
易
収
支
や
サ
ー
ビ
ス
収
支
に
関
連
し

た
部
門
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
た
の
か
、

少
し
深
掘
り
し
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・�

円
安
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸
出
数
量
の
大
幅
な
増
加

は
見
込
め
な
い
。

　

・�

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
収
支
の
赤
字
拡
大
。
輸
出
は
輸

送
用
機
械
へ
の
依
存
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
。

　

・�

知
的
財
産
権
等
使
用
料
は
黒
字
だ
が
、
そ
の
多
く
が

日
本
の
海
外
子
会
社
か
ら
親
会
社
へ
の
支
払
い
で
あ

り
、
外
国
企
業
が
日
本
企
業
に
対
し
て
払
っ
て
い
る

部
分
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。

　

・�
日
本
の
輸
出
品
は
、
例
え
ば
ス
イ
ス
の
よ
う
な
高
付

加
価
値
モ
デ
ル
に
シ
フ
ト
で
き
て
い
な
い
。
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�　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
御
説
明
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
輸
出
・
輸
入
数
量
の
変
化
で
す
。
こ
の
グ
ラ
フ

は
、
財
務
省
が
発
表
し
て
い
る
円
建
て
の
貿
易
統
計
か

ら
、
二
〇
二
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
て
輸
出
・
輸
入
そ
れ
ぞ

れ
の
数
量
指
数
を
計
算
し
た
も
の
で
、
ド
ル
円
の
為
替

レ
ー
ト
も
加
え
て
い
ま
す
（
図
表
４
）。

　

世
界
全
体
の
景
気
が
よ
く
、
貿
易
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
た
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
は
、
比
較
的
円
安
の
状
態
で
安

定
し
て
お
り
、
日
本
の
輸
出
数
量
も
拡
大
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
円
高
が
進
む
と
と
も
に
、
輸
出
数
量
も
大
き
く
減
り
ま

し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
っ
た
二
〇
一
三
年
ご
ろ
か

ら
は
ま
た
円
安
に
振
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸
出
・
輸

入
数
量
と
も
に
あ
ま
り
変
化
は
な
く
、
輸
出
数
量
は
ほ
と

ん
ど
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
二
〇
二
二
年
秋
か
ら
急
激
に
進

ん
だ
円
安
に
よ
っ
て
も
、
輸
出
数
量
は
あ
ま
り
増
え
て
い

図表４

輸出・輸入数量と為替レートの推移（2003～2023 暦年）

2010年度以降、為替や資源価格が大きく変動し
たにも関わらず、輸出数量・輸入数量の変化は
限定的。
この背景としては、以下のような要因が指摘さ
れている。
・輸出：生産拠点の海外移転や企業の価格設定
戦略（※Pricing-to-Market行動）
・輸入：高い必需品割合（鉱物性燃料・食料
品）
⇒2010年以前から変わっていないのでは？

2000年代は、輸出数量が大きく増加
・世界的な好景気や世界貿易の拡大（2001年末
に中国がWTO加盟）

2010年代以降の輸出入数量の停滞はなぜ？
・世界全体の貿易が停滞 “Slow trade” 
“slobaliza�on”
・日本企業の製品開発力？

40

60

80

100

120

140

160

輸出（計） 輸入（計） 円／ドル為替レート

(2020=100; 円／ドル)

〔出所〕　財務省『貿易統計』、日本銀行『時系列統計データ　検索サイト』
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な
い
ど
こ
ろ
か
、
直
近
で
は
逆
に
減
っ
て
い
る
と
い
う
状

況
で
す
。

　

こ
の
背
景
と
し
て
、
輸
出
に
関
し
て
は
、
生
産
拠
点
の

多
く
が
海
外
に
移
転
し
て
い
る
た
め
、
円
安
に
な
っ
て
も

日
本
か
ら
の
輸
出
が
あ
ま
り
増
え
な
い
。
ま
た
、
日
本
企

業
が
為
替
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
な
価
格
設
定
を
し
て

お
り
、
為
替
レ
ー
ト
が
変
動
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ

に
輸
出
価
格
を
変
え
て
数
量
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
を
し

な
い
。
輸
入
に
関
し
て
は
、
日
本
の
輸
入
品
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
料
品
と
い
っ
た
必
需
品
の
割
合
が
高
い
た
め
、

円
安
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
輸
入
を
減
ら
せ
な

い
。
こ
う
い
っ
た
要
因
が
懇
談
会
で
は
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
認
識
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
状
況
は
最
近
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
二
〇
一
〇

年
以
前
か
ら
進
ん
で
い
た
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
別

の
要
因
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
〇

年
代
は
世
界
全
体
で
貿
易
が
拡
大
し
て
い
た
の
に
対
し
、

二
〇
一
〇
年
以
降
は
、slow

 trade

あ
る
い
はslobaliza�

tion

と
表
現
す
る
研
究
者
が
い
る
よ
う
に
、
世
界
全
体
の

貿
易
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
日
本
企
業
の
製
品

開
発
力
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
も
う

少
し
掘
り
下
げ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
為
替
レ
ー
ト
が
変
動
し
て
も
輸
出
・
輸
入
数
量
は
あ

ま
り
変
化
し
な
い
と
い
う
の
が
近
年
の
状
況
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
収
支
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
三
年
度
に
旅
行

収
支
の
黒
字
が
過
去
最
大
規
模
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、

デ
ジ
タ
ル
関
連
の
赤
字
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
特
に
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
音
楽
、
映
像
、
学
術
を

複
製
し
て
頒
布
す
る
た
め
の
使
用
許
諾
料
」
と
い
う
項
目

で
大
幅
に
支
払
い
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
加

え
て
、
研
究
開
発
サ
ー
ビ
ス
の
支
払
い
も
増
え
て
い
ま

す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
非
常
に
伸
び
て
い
る
と
は
い
え
、
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サ
ー
ビ
ス
収
支
が
黒
字
に
な
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

さ
ら
に
、
貿
易
収
支
を
品
目
別
に
見
て
み
る
と
、
自
動

車
等
の
輸
送
用
機
器
が
一
貫
し
て
大
幅
な
黒
字
で
、
一
般

機
械
も
黒
字
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
電
気
機

器
は
、
一
九
九
〇
～
二
〇
〇
〇
年
代
は
大
き
な
黒
字
で
し

た
が
、
そ
の
後
、
急
速
に
黒
字
が
縮
小
し
、
二
〇
二
二
年

度
以
降
は
輸
入
超
過
に
な
っ
て
い
ま
す
。
財
の
貿
易
の
構

造
で
見
て
も
、
輸
送
用
機
器
へ
の
依
存
が
さ
ら
に
強
ま
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　

二
〇
一
〇
年
に
産
業
構
造
審
議
会
で
取
り
ま
と
め
て
発

表
さ
れ
た
「
産
業
構
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で
、「
日
本
の

産
業
は
『
自
動
車
一
本
足
打
法
』
か
ら
『
八
ヶ
岳
構
造
』

へ
転
換
す
べ
き
」
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。
八
ヶ
岳
構
造
と
い
う
の
は
、
様
々
な
業
種

が
同
じ
ぐ
ら
い
の
高
さ
で
並
ん
で
い
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
自
動
車
に
頼
り
過
ぎ
る
産

業
構
造
で
は
な
く
、
自
動
車
以
外
の
様
々
な
業
種
や
新
し

い
産
業
を
育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
実
際
は
自
動
車
等
の
輸
送
用
機
器
へ
の
依
存
が
さ
ら

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

高
付
加
価
値
化
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の

熊
谷
研
究
員
と
新
潟
県
立
大
学
の
黒
岩
教
授
が
「
輸
出
の

洗
練
度
」
と
い
う
指
標
を
計
算
し
た
研
究
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
結
果
を
御
紹
介
し
ま
す
。

　

輸
出
の
洗
練
度
は
、
各
国
の
貿
易
デ
ー
タ
と
一
人
当
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
ー
タ
を
使
っ
て
計
算
す
る
も
の
で
す
。
考
え

方
と
し
て
は
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
高
い
（
所
得
が
高

い
）
国
が
よ
り
多
く
輸
出
し
て
い
る
品
目
は
洗
練
度
が
高

く
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
低
い
（
所
得
が
低
い
）
国
が

よ
り
多
く
輸
出
し
て
い
る
品
目
は
洗
練
度
が
低
い
と
仮
定

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
の
洗
練
度
を
ま
ず
計
測
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
国
が
ど
う
い
う
品
目
を
輸
出
し
て
い
る
か
と

い
う
情
報
を
使
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
の
洗
練
度
を
各
国
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の
輸
出
シ
ェ
ア
で
加
重
平
均
し
、
各
国
の
輸
出
の
洗
練
度

を
出
す
、
そ
う
い
っ
た
指
標
で
す
。

　

熊
谷
研
究
員
と
黒
岩
教
授
の
論
文
に
は
、
一
九
九
〇
～

二
〇
一
五
年
ま
で
の
東
ア
ジ
ア
の
主
要
な
国
々
の
輸
出
の

洗
練
度
の
推
移
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
輸
出
の
洗

練
度
は
期
間
中
一
貫
し
て
最
も
高
い
の
で
す
が
、
洗
練
度

の
数
値
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
、

韓
国
や
中
国
は
大
幅
に
洗
練
度
を
上
げ
、
二
〇
一
五
年
に

は
日
本
の
水
準
に
か
な
り
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

図
表
５
は
、
熊
谷
研
究
員
と
黒
岩
教
授
の
論
文
か
ら
引

用
し
た
、
世
界
上
位
五
カ
国
の
洗
練
度
を
示
し
て
い
ま

す
。
二
〇
〇
〇
年
時
点
に
お
い
て
日
本
は
五
位
で
し
た

が
、
二
〇
一
〇
年
に
な
る
と
上
位
五
カ
国
か
ら
は
落
ち
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
〇
年
と
洗
練
度
が
あ
ま
り
変

わ
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
二
〇
一
〇
年
も
引
き
続
き
上

位
五
カ
国
に
入
っ
て
い
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
、
ス
イ
ス
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
い
ず
れ
も
二
〇
〇

図表５　輸出の洗練度上位 5カ国

2000年 2010年

1 ルクセンブルク 38,490 1 ルクセンブルク 43,816

2 スイス 29,391 2 マカオ 39,076

3 アイルランド 28,390 3 アイルランド 34,415

4 シンガポール 27,067 4 スイス 34,410

5 日本 27,065 5 シンガポール 32,669

〔出所〕　�熊谷聡・黒岩郁雄（2020）「東アジアにおける輸出構造の高度化：中所得国の罠へのインプ
リケーション」『アジア経済』61⑵：２-35　表３より作成
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〇
年
時
点
よ
り
数
字
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
例
に

挙
げ
た
ス
イ
ス
は
、
順
位
と
し
て
は
二
位
か
ら
四
位
に
落

ち
て
い
る
も
の
の
、
洗
練
度
の
数
字
は
大
き
く
伸
び
て
い

ま
す
。
日
本
は
も
と
も
と
洗
練
度
が
高
い
の
で
す
が
、
ほ

か
の
国
々
と
比
べ
て
向
上
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

そ
の
背
後
に
は
何
が
あ
る
の
か
。
懇
談
会
で
は
幾
つ
か

の
指
標
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
国
内
設
備
投
資
の

低
迷
で
す
。
よ
り
高
い
付
加
価
値
を
持
つ
、
よ
り
洗
練
度

の
高
い
品
目
を
国
内
で
作
っ
て
輸
出
す
る
た
め
の
投
資
が

十
分
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
〇
〇
〇
年
を

一
〇
〇
と
し
て
対
外
直
接
投
資
残
高
と
国
内
の
民
間
企
業

設
備
ス
ト
ッ
ク
の
変
化
を
比
較
す
る
と
、
前
者
は
大
幅
に

増
加
す
る
一
方
で
、
後
者
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

さ
ら
に
は
研
究
開
発
支
出
の
低
調
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
研
究
開
発
支
出
の
金
額
を
ド
ル
換
算
し
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で

見
る
と
、
日
本
の
研
究
開
発
費
は
そ
れ
ほ
ど
低
下
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
も
そ
も
分
母
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
あ
ま
り
増
え
て

い
な
い
た
め
、
分
子
の
研
究
開
発
費
も
絶
対
額
で
見
る
と

ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ

や
ド
イ
ツ
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
絶
対
額
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
諸
外
国
と
比
べ
て
相
対
的

に
日
本
の
技
術
力
が
低
下
し
て
き
て
も
仕
方
が
な
い
と
言

え
ま
す
。

　

民
間
企
業
が
研
究
開
発
費
を
増
や
さ
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
政
府
が
も
っ
と
増
や
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
日
本
は
欧
米
に
比
べ
て
政
府
の
負

担
割
合
が
低
く
、
組
織
別
研
究
費
負
担
割
合
を
見
て
み
る

と
、
政
府
が
一
五
・
五
％
、
民
間
が
七
八
・
一
％
で
す
。

負
担
割
合
の
多
い
民
間
が
絶
対
額
で
増
や
し
て
い
な
い
の

で
す
か
ら
、
絶
対
額
を
さ
ら
に
増
や
そ
う
と
思
っ
た
ら
、

政
府
の
負
担
割
合
を
も
っ
と
増
や
す
の
も
一
つ
の
方
法
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
財
政
的
な
問
題
等
が
あ
り
、
な
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か
な
か
増
え
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
は
欧
米
と
比
べ
て
外
国
に
よ
る
研
究
費

の
負
担
割
合
が
か
な
り
低
い
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場

合
、
Ｅ
Ｕ
で
国
境
を
越
え
た
研
究
費
の
支
出
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
し
、
ア
メ
リ
カ
は
、
国
内
の
優
秀
な
研
究
者
に
加

え
て
外
国
人
の
研
究
者
も
大
勢
い
る
の
で
、
様
々
な
国
か

ら
の
投
資
が
入
っ
て
き
ま
す
。
欧
米
と
は
状
況
が
異
な
る

た
め
簡
単
に
は
比
べ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日

本
は
他
の
ア
ジ
ア
の
国
々
と
同
様
、
外
国
か
ら
入
っ
て
く

る
研
究
開
発
資
金
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
開
発
も
含
め
様
々
な
投
資
の
停
滞
が
長
期
間
続
い

た
こ
と
が
、
貿
易
収
支
の
赤
字
と
い
っ
た
現
在
の
国
際
収

支
構
造
を
生
ん
で
い
る
一
つ
の
大
き
な
要
因
だ
と
言
え
ま

す
が
、
懇
談
会
で
は
、
人
的
資
本
へ
の
投
資
が
ほ
か
の

国
々
と
比
べ
て
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
表
は
、
各
国
の
無
形
資
産
投
資
の
変
化
率
（
図

図表６

無形資産投資の変化率（2000～18年、%）

• 海外での儲けが、国内の無形資産投資や人的資
本投資、賃上げにつながらず

• 政府も民間投資の停滞を補うべく投資を積極化
しなかった

• 「政策の方向性は、・・・新しい技術を体化し
た設備の導入（や無形資産投資）に付随する訓
練費用などを包括的に支援すること」（宮川・
滝澤 2022）
 情報化投資は行っても、情報化に合わせた組織改革が
なされてこなかった（DX）

 支援は有効なのか？どのような支援が良いのか？ ←
大企業による貯蓄は積みあがっている

 国が新技術の導入を主導する？ ←日本において研究
費の政府負担割合は低い

 ゾンビは生き残れない市場環境を作る？

⇒処方箋（１）、（２）

情報化
投資

R&D
投資

人材
投資

組織資本
投資

日本 1.56 0.89 -0.66 -1.11

ドイツ 3.92 2.73 1.31 2.25

フランス 4.53 1.94 -3.60 1.42

イタリア 1.40 2.14 -3.73 1.26

英国 4.19 1.79 4.66 3.53

米国 6.59 2.60 0.38 3.48

〔出所〕�　宮川努・滝澤美帆（2022）「日本の人的資本投資について：人的資源価値の計測と生産性と
の関係を中心として」RIETI PDP 22-P-010、独立行政法人経済産業研究所。表６
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表
６
）
で
す
。
情
報
化
投
資
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
含
み

ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
対
す
る

投
資
を
主
に
指
し
ま
す
。
Ｒ
＆
Ｄ
投
資
は
研
究
開
発
投

資
、
組
織
資
本
投
資
は
企
業
の
組
織
改
革
の
た
め
の
投
資

で
す
。
日
本
は
、
ほ
か
の
国
々
よ
り
低
い
も
の
の
、
情
報

化
投
資
は
一
・
五
六
％
の
増
加
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
人

材
投
資
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
六
六
％
、
組
織
資
本
投
資
は
マ

イ
ナ
ス
一
・
一
一
％
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
は

も
っ
と
低
い
の
で
、
日
本
だ
け
が
足
り
な
い
わ
け
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
材
に
対
す
る
投
資
や
、
新
し

い
技
術
に
合
わ
せ
た
組
織
の
改
革
が
不
十
分
だ
と
言
え
ま

す
。
こ
の
表
を
作
ら
れ
た
学
習
院
大
学
の
宮
川
教
授
と
滝

澤
教
授
は
、「
政
策
の
方
向
性
は
、
…
…
新
し
い
技
術
を

体
化
し
た
設
備
の
導
入
（
や
無
形
資
産
投
資
）
に
付
随
す

る
訓
練
費
用
な
ど
を
包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
ど
う
い
う
支
援
が
有
効
な
の
か
と
い
う
と
、

な
か
な
か
難
し
い
印
象
で
す
。
最
近
は
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
言
葉
も
よ

く
聞
か
れ
、
情
報
通
信
機
器
な
ど
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
投

資
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
組
織
改
革
や
人

材
育
成
が
大
事
だ
と
い
う
認
識
は
あ
る
も
の
の
、
組
織
や

人
材
に
対
す
る
投
資
が
ま
だ
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
印
象

が
あ
り
ま
す
。
新
技
術
の
導
入
を
ど
う
促
す
か
と
い
う
の

は
難
し
い
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
主
導
で
新
し
い
技

術
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
新
し
い
も
の
に
ど
ん
ど

ん
投
資
を
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
改
革
を
行
わ
な
い
と
生

き
残
れ
な
い
市
場
環
境
を
作
る
な
ど
、
何
ら
か
の
形
で
組

織
や
人
材
に
対
す
る
投
資
を
も
っ
と
増
や
す
必
要
が
あ

る
、
こ
ん
な
議
論
も
懇
談
会
で
は
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
ほ

ど
御
紹
介
し
た
処
方
箋
の
⑴
新
陳
代
謝
促
進
・
労
働
移
動

円
滑
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
、
⑵
人
的
資
本
へ
の
投
資
、

技
術
の
開
発
・
活
用
が
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
支
持
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
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三�

、
国
際
収
支
構
造
変
化
の

ミ
ク
ロ
的
要
因

　

私
個
人
と
し
て
は
、
輸
出
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
好
循

環
を
十
分
に
起
こ
せ
な
か
っ
た
、
こ
れ
が
今
の
国
際
収
支

構
造
に
表
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
輸
出
を

あ
ま
り
に
も
増
や
す
と
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
怒
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
。
現
状
、

ア
メ
リ
カ
の
日
本
に
対
す
る
貿
易
収
支
は
赤
字
で
す
が
、

ア
メ
リ
カ
の
対
中
貿
易
赤
字
額
に
比
べ
れ
ば
か
な
り
小
さ

い
で
す
し
、
ア
メ
リ
カ
の
顔
色
を
う
か
が
う
必
要
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
長
期
的
な
国
際
収
支
構
造

の
安
定
化
を
考
え
る
と
、
国
内
の
技
術
水
準
を
も
っ
と
上

げ
て
高
付
加
価
値
化
を
図
り
、
日
本
か
ら
海
外
へ
の
輸
出

を
増
や
す
、
そ
し
て
、
国
内
が
高
付
加
価
値
化
し
て
技
術

力
が
も
っ
と
上
が
れ
ば
、
外
国
か
ら
の
投
資
を
呼
び
込
め

る
余
地
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
輸
出
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
好
循
環
を
十

分
に
起
こ
せ
な
か
っ
た
の
か
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、

輸
出
が
増
え
な
か
っ
た
こ
と
が
一
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
貿
易
額
の
大
き
い
既
存
の
国
際
化
企

業
の
輸
出
が
そ
れ
ほ
ど
増
え
な
か
っ
た
こ
と
、
新
し
く
輸

出
を
開
始
す
る
企
業
も
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
こ
と
、
こ

の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
企
業
側
と
中

小
・
中
堅
企
業
側
の
両
方
に
要
因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

輸
出
額
・
輸
入
額
の
推
移
を
ド
ル
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、

日
本
の
輸
出
額
の
伸
び
は
鈍
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ

の
理
由
は
、
輸
出
単
価
の
低
下
で
説
明
さ
れ
ま
す
。
輸
出

数
量
も
そ
れ
ほ
ど
伸
び
て
い
ま
せ
ん
が
、
輸
出
単
価
は
伸

び
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
逆
に
下
が
っ
て
い
ま
す
（
図

表
７
）。
ま
た
、
輸
入
単
価
は
ほ
か
の
国
と
比
べ
て
大
き

な
違
い
が
な
い
の
に
対
し
、
輸
出
単
価
が
低
下
し
て
い
る
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の
は
、
先
ほ
ど
御
紹
介
し
た
輸
出
の
洗
練
度
の
伸
び
悩
み

や
、
輸
出
品
目
が
高
付
加
価
値
化
で
き
て
い
な
い
こ
と
も

関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
指
標
か
ら
見
て
も
、
輸
出
品
目
の
高
付
加
価
値
化
に

も
っ
と
シ
フ
ト
す
べ
き
で
す
し
、
す
る
余
地
も
あ
る
と
言

え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
企
業
が
輸
出
を
十
分
に
増
や
せ
な
か
っ
た

こ
と
も
、
マ
ク
ロ
で
見
た
日
本
全
体
の
輸
出
額
の
伸
び
悩

み
に
か
な
り
影
響
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

少
し
テ
ク
ニ
カ
ル
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
輸
出
額
全
体

を
「
貿
易
の
外
延
（extensive m

argin

）」
と
「
内
延

（intensive m
argin

）」
に
分
解
す
る
と
い
う
分
析
が
あ

り
ま
す
。
ど
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
と
い
う
と
、「
総
輸
出

額
＝
輸
出
相
手
国
数
×
輸
出
製
品
数
×
一
国
一
製
品
当
た

り
輸
出
額
」
と
い
う
分
解
式
を
使
っ
た
場
合
、「
輸
出
相

手
国
数
」
と
「
輸
出
製
品
数
」
が
外
延
、「
一
国
一
製
品

当
た
り
輸
出
額
」
が
内
延
で
す
。
分
解
の
方
法
は
様
々

図表７
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輸出額の伸びが
鈍い理由は、輸
出単価の低下で
説明される
←輸出の洗練度
の伸び悩みとも
関連か

（注）円ベースに基づ
く指数とドルベースに
基づく指数とで動きが
異なる点には留意。
ただし、円ベースでも、
輸入単価の伸びと比べ
て輸出単価の伸びは小
さい。

（注）�　2015年基準の指数を2005年基準に変換している。
〔出所〕　UNCTAD Data Hub
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で
、「
総
輸
出
額
＝
輸
出
企
業
数
×
一
企
業
当
た
り
輸
出

額
」
と
し
た
場
合
、
外
延
は
「
輸
出
企
業
数
」、
内
延
は

「
一
企
業
当
た
り
輸
出
額
」
で
す
。

　

最
近
、
我
々
は
税
関
の
輸
出
入
申
告
デ
ー
タ
を
使
っ

て
、
総
輸
出
額
の
時
間
を
通
じ
た
変
化
、
例
え
ば
前
年
と

当
年
、
あ
る
い
は
二
年
前
と
当
年
の
変
化
を
分
解
し
、
分

析
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
外
延
は
、「
輸
出
開
始
企

業
に
よ
る
輸
出
額
丨
輸
出
停
止
企
業
に
よ
る
前
期
の
輸
出

額
」
と
「
輸
出
継
続
企
業
に
よ
る
新
規
品
目
・
相
手
国
へ

の
輸
出
額
丨
輸
出
継
続
企
業
に
よ
る
停
止
品
目
・
相
手
国

へ
の
前
期
の
輸
出
額
」、
内
延
は
「
輸
出
継
続
企
業
よ
る

既
存
品
目
・
相
手
国
へ
の
輸
出
額
増
加
分
丨
輸
出
額
減
少

分
」
で
す
。

　

分
析
の
結
果
は
、
こ
ち
ら
に
示
し
た
と
お
り
で
す
（
図

表
８
）
二
〇
一
四
～
二
〇
一
九
年
は
比
較
的
円
安
で
安
定

し
て
い
た
時
期
で
す
が
、
純
内
延
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
円
高
で
は
な
か
っ
た
に
も
か

図表８

2014-2016 2017-2019
1 輸出開始 878 2,101
2 輸出停止 -184 -1,160
3 輸出市場への純参入 694 941
4 新規品目₋相手国ペア 5,916 5,994
5 停止品目₋相手国ペア -6,159 -7,093
6 品目₋相手国ペア純増 -243 -1,099
7 既存品目₋相手国ペア向け増加分 16,013 16,837
8 既存品目₋相手国ペア向け減少分 -19,120 -17,715
9 純内延 -3,108 -878

10 輸出総額の変化 -2,657 -1,036

2年間の変化

企業の輸出開始
または停止

輸出継続企業の
品目₋相手国ペ
ア組み換え

輸出継続企業に
よる内延

日本の輸出額変動の要因分解（単位：十億円）
• 税関の輸出入申告データを利用
• ２年間（短期）の変化で、内延に
よって説明される部分が大きい

• アベノミクス後の円安期にもかか
わらず、純内延は大きなマイナス

• 輸出市場への新規参入は増えたも
のの、輸出継続企業の外延はマイ
ナス

何が問題か？

外延

内延

 新規輸出企業が多くない？
 既存輸出企業による市場拡大が不十
分？ ←高付加価値化や技術力・製品
開発力に問題？

 円安期にもかかわらず、なぜ輸出総額
が伸びない（むしろ減少）のか？←価
格設定や決済通貨選択？

〔出所〕�　伊藤恵子・遠藤正寛・大久保敏弘・笹原彰・神事直人・松浦寿幸（2023）「輸出入申告デー
タを利用した日本の国際貿易の実態の検証」PRI Discussion Paper 23A-02、財務省財務総合
研究所。表７
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か
わ
ら
ず
、
輸
出
継
続
企
業
が
既
存
品
目
・
相
手
国
に
対

し
て
輸
出
を
増
や
せ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
一
つ
目
の

外
延
で
あ
る
「
輸
出
開
始
企
業
に
よ
る
輸
出
額
丨
輸
出
停

止
企
業
に
よ
る
前
期
の
輸
出
額
」
は
プ
ラ
ス
で
す
が
、
も

う
一
つ
の
外
延
で
あ
る
「
輸
出
継
続
企
業
に
よ
る
新
規
品

目
・
相
手
国
へ
の
輸
出
額
丨
輸
出
継
続
企
業
に
よ
る
停
止

品
目
・
相
手
国
へ
の
前
期
の
輸
出
額
」
は
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
比
較
的
規
模
が
大
き
く
、
輸

出
を
多
く
行
っ
て
い
る
輸
出
継
続
企
業
が
外
延
・
内
延
と

も
に
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
、
こ
れ
が
日
本
全
体
の
輸
出
が
伸

び
て
い
な
い
原
因
と
言
え
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
大
企
業
は
市
場
を
拡
大
で
き
な
い
の
か
。

様
々
な
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
企
業
内
貿
易
に
依

存
す
る
割
合
が
高
ま
り
、
新
し
い
相
手
に
対
し
て
新
し
い

商
品
を
輸
出
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
多
く
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
自
社
の
関

連
会
社
に
輸
出
す
る
ほ
う
が
リ
ス
ク
も
少
な
く
、
利
益
を

し
っ
か
り
確
保
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
早

稲
田
大
学
の
戸
堂
教
授
は
、「
よ
そ
者
と
つ
な
が
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
ま
で
自
分
た
ち
の
知
ら
な
か
っ
た
新
し
い

ア
イ
デ
ア
や
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
効
果
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
も
、
企
業
内
貿
易
に
依
存
し
過
ぎ
ず
、
新
し
い

相
手
を
探
し
て
い
く
積
極
性
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

諸
外
国
の
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
、
日
本
は
企
業
内
貿
易

比
率
が
ど
れ
ぐ
ら
い
高
い
の
か
、
厳
密
に
は
言
い
が
た
い

の
で
す
が
、
日
系
企
業
と
米
系
企
業
を
比
較
し
た
分
析
を

見
ま
す
と
、
日
系
企
業
は
米
系
企
業
に
比
べ
て
子
会
社
か

ら
親
会
社
へ
の
輸
出
比
率
が
か
な
り
高
く
、
子
会
社
の
親

会
社
か
ら
の
輸
入
比
率
も
日
系
企
業
の
ほ
う
が
や
や
高
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
済
産
業
省
の
「
企
業
活

動
基
本
調
査
」
の
集
計
値
か
ら
算
出
し
た
日
本
企
業
に
お

け
る
企
業
内
貿
易
比
率
を
見
て
み
る
と
、
二
〇
一
〇
年
代

以
降
、
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
企
業
内
貿
易
へ
の
依
存
が
強
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ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
企
業
内
貿
易

が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
技
術
や
知
識
の
吸

収
、
海
外
市
場
か
ら
の
学
習
効
果
と
い
う
意
味
で
は
、
他

社
と
の
取
引
を
増
や
す
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

企
業
内
と
い
う
こ
と
は
、
自
社
の
子
会
社
・
関
連
会
社
が

な
け
れ
ば
貿
易
が
起
き
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
さ
ら
に
貿

易
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
他
社
と
の
取
引
を
開
拓
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
・
中
堅
企
業
に
関
し
て
も
、
日
本
は
、

Ｒ
＆
Ｄ
（
研
究
開
発
）
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

の
技
術
力
を
持
っ
て
い
る
の
に
輸
出
は
で
き
て
い
な
い
企

業
が
多
い
、
こ
う
い
う
企
業
に
も
っ
と
積
極
的
に
海
外
展

開
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
指
摘
が

従
来
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
統
計
を
見
る
と
、
輸
出
を
し
て

い
る
企
業
の
割
合
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
輸
出

を
し
て
い
な
い
企
業
は
依
然
と
し
て
多
い
で
す
。
一
方
、

政
府
に
よ
る
輸
出
支
援
が
、
輸
出
開
始
を
促
進
す
る
効
果

が
あ
る
こ
と
を
示
す
研
究
結
果
も
あ
り
ま
す
。
政
府
が
海

外
市
場
や
法
制
度
な
ど
の
情
報
提
供
す
る
な
ど
政
策
的
に

輸
出
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
企
業
と
中
小
・
中
堅
企

業
の
両
方
で
輸
出
を
拡
大
す
る
努
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
か
ら
、
先
ほ
ど
来
申
し
上
げ
て
い
る

よ
う
に
、
生
産
性
向
上
、
技
術
の
開
発
、
投
資
の
促
進
と

い
っ
た
処
方
箋
が
出
て
き
た
の
で
す
が
、
結
局
は
、
こ
の

二
〇
～
三
〇
年
、
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
や
っ
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
が
、
最
近
の
急
激
な
円
安
や
国
際
収
支
構
造
の
大

き
な
変
化
に
表
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
は

り
、
技
術
・
人
材
の
水
準
向
上
や
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

を
取
り
戻
す
と
い
う
「
正
攻
法
」
で
頑
張
っ
て
い
く
し
か

な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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四
、
ト
ラ
ン
プ
2.0
と
今
後
の
対
応

　

不
確
実
性
が
非
常
に
高
い
た
め
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の

通
商
政
策
に
つ
い
て
、
ど
う
な
る
か
不
明
瞭
な
点
は
多
い

の
で
す
が
、
一
つ
言
え
る
の
は
、
対
中
国
は
も
ち
ろ
ん
、

日
本
を
含
む
同
盟
国
に
対
し
て
も
関
税
引
き
上
げ
の
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
政
策
の
方
向
性

は
バ
イ
デ
ン
政
権
下
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
関
税
引
き
上

げ
も
想
定
の
範
囲
内
と
い
う
の
が
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
の

見
方
で
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
通
商
政
策
は
、
日
本
に
は
正
・
負

両
方
の
影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
私
自
身
の
考
え
と
し

て
は
、
短
期
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
影
響
は
無
い
と
思

い
ま
す
。
今
の
こ
の
大
幅
な
円
安
水
準
が
続
く
中
で
一

〇
％
、
二
〇
％
の
関
税
が
か
か
っ
た
場
合
、
一
部
の
輸
出

企
業
の
利
益
は
負
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す

が
、
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
額
・
輸
出
数
量
全
体

が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
も
し

も
関
税
率
が
高
く
な
る
と
す
れ
ば
、
日
本
企
業
が
ア
メ
リ

カ
国
内
で
生
産
し
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
、
短
期
的
に

は
プ
ラ
ス
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
こ
う

い
っ
た
保
護
主
義
的
な
政
策
が
本
当
に
ア
メ
リ
カ
の
経
済

を
強
く
す
る
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
長
期
的
に
ア
メ
リ

カ
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
本

が
真
剣
に
考
え
る
べ
き
は
、
長
期
的
に
ア
メ
リ
カ
が
政
治

的
に
も
経
済
的
に
も
弱
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
た

対
応
、
つ
ま
り
、
ど
こ
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
は
な
ぜ
か
。
輸
出
管
理
強
化
や
制
裁
の
効
果
に
関

す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る
と
、
必
ず
し
も
期
待
し
た

効
果
を
生
ん
で
い
な
い
と
い
う
分
析
結
果
が
比
較
的
多
い

か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
二
〇
一
八
年
頃
か
ら
激
し
く
な
っ

た
米
中
貿
易
戦
争
、
二
〇
一
九
年
の
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
エ
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ン
テ
ィ
テ
ィ
・
リ
ス
ト
（
懸
念
顧
客
リ
ス
ト
）
へ
の
追

加
、
こ
れ
ら
の
影
響
に
関
す
る
研
究
で
は
、
第
三
国
へ
の

負
の
影
響
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

は
二
〇
一
八
年
か
ら
輸
入
側
だ
け
で
な
く
輸
出
側
の
規
制

も
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
輸
出
管
理
強
化

は
、
特
定
の
細
か
い
品
目
の
輸
出
に
は
負
の
影
響
が
あ
る

も
の
の
、
貿
易
全
体
へ
の
負
の
影
響
は
確
認
で
き
な
い
と

い
う
結
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
の
研
究
で
は
、

ア
メ
リ
カ
の
輸
出
管
理
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
ハ
イ
テ
ク

産
業
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
国
内
回
帰
が
進
ん
だ
と
は
言
え
な

い
と
い
う
分
析
結
果
が
あ
り
ま
す
し
、
中
国
の
研
究
者

は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
中
制
裁
は
、
中
国
企
業
自
身
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　

米
国
の
内
向
き
姿
勢
が
強
ま
る
と
中
国
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
加
速
す
る
面
が
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
、
私

自
身
は
こ
う
考
え
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
ア
メ

リ
カ
は
中
国
の
企
業
を
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
リ
ス
ト
に
追
加

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
中
国
企
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
た
か
、
中
国
の
研
究
者
た
ち
が

細
か
い
デ
ー
タ
を
使
っ
て
統
計
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
自
社
の
産
業
（
技
術
分
野
）
が

制
裁
を
受
け
た
場
合
、
自
社
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
生
産

性
・
収
益
性
に
は
負
の
影
響
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、

自
産
業
の
下
流
の
企
業
が
制
裁
を
受
け
た
場
合
は
逆
の
効

果
で
、
自
社
の
技
術
革
新
が
促
進
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

と
い
う
こ
と
を
見
出
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
分
の
取

引
先
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
制
裁
を
受
け
る
と
、
そ
の
取
引
先

の
業
績
が
悪
化
す
る
の
で
、
新
し
い
製
品
を
開
発
し
て
新

し
い
取
引
先
を
見
つ
け
る
、
そ
う
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
自

社
の
技
術
革
新
が
促
進
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

過
去
の
様
々
な
制
裁
や
規
制
強
化
の
経
験
を
考
え
て
み

て
も
、
必
ず
し
も
当
初
意
図
し
た
結
果
に
な
っ
て
い
な
い
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ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
古
く
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
七
年
間
の
「
航
空
機
禁
止
令
」
で
す
。
日
本
の

航
空
機
産
業
は
非
常
に
負
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
ド

イ
ツ
の
航
空
機
産
業
は
、
禁
止
令
が
解
か
れ
た
後
、
復
活

を
果
た
し
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
が
つ
い
て
い
る
飛
行
機
の

開
発
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
中
で
、
エ
ン
ジ
ン
の
な
い
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
開
発
を
続
け
て
い
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
一
九

八
六
年
の
日
米
半
導
体
協
定
に
よ
っ
て
日
本
の
半
導
体

メ
ー
カ
ー
は
痛
手
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
ア
メ
リ
カ

の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
が
強
く
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
強
く
な
っ
た
の
は
韓
国
や
台
湾
の
企

業
で
す
。

　

最
近
の
例
と
し
て
は
、
日
本
に
よ
る
対
韓
輸
出
管
理
の

厳
格
化
で
す
。
二
〇
一
九
年
七
月
か
ら
、
半
導
体
製
造
な

ど
に
用
い
る
フ
ッ
化
水
素
、
レ
ジ
ス
ト
、
フ
ッ
化
ポ
リ
イ

ミ
ド
の
三
品
目
に
つ
い
て
厳
格
な
輸
出
管
理
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
日
本
か
ら
韓
国
へ
の
フ
ッ
化
水
素
の
輸

出
は
激
減
し
ま
し
た
が
、
二
〇
二
三
年
に
解
除
し
た
後
も

厳
格
化
す
る
前
の
輸
出
水
準
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
二
〇
二
二
年
に
ア
メ
リ
カ
が
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
法
を
導

入
し
、
国
内
の
半
導
体
産
業
の
保
護
・
育
成
を
始
め
て
い

ま
す
が
、
本
当
に
意
図
し
た
結
果
を
生
む
の
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
。

　

他
方
で
、
最
近
、
中
国
で
は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｔ
開
発
が
非
常

に
加
速
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
二
〇
二
〇
年
五
月
に

「
新
型
基
礎
設
施
建
設
（
新
基
建
）」
が
示
さ
れ
、
Ａ
Ｉ
、

５
Ｇ
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
の
沿
海
部
で
Ａ
Ｉ
を
社
会

実
装
し
、
そ
こ
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
西
部
の
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
で
計
算
す
る
「
東
数
西
算
」
と
い
う
全
国
一
体
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
展
計
画
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
自
前
の
Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
ハ
イ
テ
ク
分
野
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
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技
術
に
頼
ら
な
い
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
も
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
自
動
車
産
業
に
お
い
て
は
、

Ｅ
Ｖ
の
生
産
の
み
な
ら
ず
、
車
の
中
に
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し

て
、
例
え
ば
「
今
、
何
が
食
べ
た
い
で
す
か
」「
○
○
が

食
べ
た
い
」
と
い
う
会
話
を
す
る
と
、
車
が
自
分
の
希
望

に
合
っ
た
お
店
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
る
、
そ
う
い
う
技

術
の
実
装
や
完
全
無
人
運
転
の
運
用
開
始
に
加
え
、
半
導

体
の
国
産
化
の
加
速
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
中
東
と
の

投
資
・
技
術
協
力
強
化
と
い
っ
た
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
が
ど
こ
ま
で
成
功
す
る
か
は
未
知
数
で
す

が
、
中
国
で
新
し
い
技
術
の
開
発
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ア
メ
リ
カ
が
意
図
し
た
ほ
ど
中
国

の
技
術
革
新
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
日
本
は
ど
う
す
る
の
か
。
こ
れ

は
難
し
い
問
題
で
す
。
中
国
系
の
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｔ
技
術
が
発

達
し
て
い
く
と
、
米
系
テ
ッ
ク
企
業
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
入
っ
て
い
る
国
々
と
、
中
国
系
企
業
を
中
心

と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入
る
国
々
と
の
間
で
、
知
識
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
し
て
い
く
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
日
本
は
米
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
米
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

完
全
に
依
存
す
る
と
な
る
と
、
知
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ

け
で
な
く
、
財
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
い
っ
た
貿
易
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
も
、
中
国
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
除
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
定
程
度
の
技
術
力
を
確

保
し
、
ど
ち
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
依
存
し
過
ぎ
な
い

企
業
が
出
て
こ
な
い
と
、
将
来
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
も

あ
り
得
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
（
韓
国
・
台
湾
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
な
ど
）
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

日
本
は
、
日
本
主
導
で
ま
と
め
た
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な

協
定
）
を
は
じ
め
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
地
域
的
な
包
括
的
経
済
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連
携
協
定
）
や
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
（
イ
ン
ド
太
平
洋
経
済
枠
組

み
）
な
ど
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
国
際
的
な
枠
組
み
に

全
て
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
政
府
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
の

国
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
緊
密
化
と
調
整
に
力

を
入
れ
つ
つ
、
個
々
の
企
業
と
し
て
は
、
Ｒ
＆
Ｄ
投
資
や

人
材
投
資
を
も
っ
と
増
や
し
、
技
術
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
今
こ
れ
を
始
め
な
い
と
「
時
既
に
遅

し
」
の
状
況
に
な
る
、
そ
ん
な
大
き
な
危
機
感
を
抱
い
て

い
ま
す
。

　

私
の
話
は
以
上
で
す
。
御
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
拍
手
）

○
森
本
理
事
長　

国
際
収
支
の
問
題
か
ら
、
日
本
の
構
造

的
課
題
、
ま
た
ト
ラ
ン
プ
2.0
ま
で
分
か
り
や
す
く
お
話
し

く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
質
疑
応
答
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
御

意
見
、
御
質
問
等
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
質
問
者
Ａ　

お
話
し
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
長
年
、
経

済
・
社
会
の
構
造
改
革
が
停
滞
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

原
因
と
し
て
、
人
材
開
発
（
教
育
）
と
生
産
効
率
改
善
の

遅
れ
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
問
題
解
決

の
具
体
的
な
処
方
を
何
か
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
今
取
り

組
む
べ
き
具
体
的
な
処
方
で
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
伊
藤　

民
間
企
業
が
自
発
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
一
番

良
い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
国
が

主
導
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学

も
、
研
究
の
予
算
が
ど
ん
ど
ん
減
ら
さ
れ
、
設
備
・
人
材

が
あ
ま
り
に
も
足
り
な
過
ぎ
て
、
外
国
か
ら
留
学
生
や
研

究
者
を
呼
ぶ
の
も
恥
ず
か
し
い
ぐ
ら
い
の
状
況
で
す
の

で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
国
が
も
っ
と
積
極
的
に
で
き

る
点
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
研
究
な
ど
に
よ
る
と
、
欧
米
で

は
、
比
較
的
小
規
模
な
、
研
究
開
発
に
特
化
し
た
ベ
ン

チ
ャ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は
そ
う
い
う
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も
の
が
な
か
な
か
生
ま
れ
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

研
究
開
発
に
特
化
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
た
く
さ
ん
育
て
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
っ
て
大
企

業
が
さ
ら
に
頑
張
る
、
そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
せ
な
い
か
と

考
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

○
森
本
理
事
長　

デ
ジ
タ
ル
赤
字
の
拡
大
に
よ
っ
て
サ
ー

ビ
ス
収
支
が
赤
字
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

例
え
ば
、
ア
マ
ゾ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、

我
々
が
海
外
に
直
接
払
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本

の
現
法
に
払
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
も
日
本
の

現
法
に
払
っ
て
い
て
、
日
本
の
現
法
の
利
益
と
な
っ
て
ア

メ
リ
カ
に
行
く
と
す
る
と
、
こ
れ
は
資
本
収
支
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
す
る
の
で
す
が
、
ア
マ
ゾ
ン
の
現
法
が

払
っ
て
い
る
の
は
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
な
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
収

支
に
な
る
、
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

○
伊
藤　

た
と
え
ば
、
ア
マ
ゾ
ン
プ
ラ
イ
ム
で
あ
れ
ば
、

提
供
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
著
作
権
使
用
料
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
収
支
に
計
上
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
ア
マ
ゾ
ン
を
通
じ
て
海
外
の
著

作
権
所
有
者
に
払
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
お
金

の
流
れ
は
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
日
本
の
多

く
の
人
が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
や
配
信
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
か
ら
海
外
へ
著
作
権
使
用
料
を

払
う
と
い
う
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
収
支
が
赤
字
の
方
向
に

行
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
現
法
か
ら
払
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
現
法
の
利
益
と
は
違
う

も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
理
解
で
す
。

○
質
問
者
Ｂ　

今
日
は
、
国
際
収
支
に
表
れ
た
日
本
経
済

の
現
状
に
つ
い
て
非
常
に
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ

り
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
話
を
伺
っ
て
い
て
感
じ
た
の
は
、
政
府
の
政
策
と
言

う
と
き
に
、
何
が
本
当
の
目
標
な
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
経
常
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
な
の
か
、
そ
れ
と
も
競
争
力

の
ほ
う
が
問
題
な
の
か
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
経
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常
収
支
は
赤
字
で
も
、
競
争
力
を
持
っ
て
い
る
企
業
は
多

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
の
企
業

と
は
何
な
の
か
。
株
主
が
ア
メ
リ
カ
人
な
の
か
、
経
営
者

が
ア
メ
リ
カ
人
な
の
か
、
雇
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ア
メ

リ
カ
な
の
か
、
そ
う
い
う
定
義
自
体
が
揺
ら
い
で
い
る
よ

う
な
気
も
し
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

○
伊
藤　

最
初
に
述
べ
た
と
お
り
、
国
際
収
支
は
基
本
的

に
、
黒
字
が
良
く
て
赤
字
が
悪
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い

の
で
、
教
科
書
的
に
言
う
と
、
国
際
収
支
を
ど
ち
ら
の
方

向
に
持
っ
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
の
は
、
政
策
目
標
に
す

る
よ
う
な
話
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
巨
額
の
貿
易
赤
字
は
問
題
だ
」

と
言
っ
て
貿
易
赤
字
を
減
ら
す
こ
と
を
政
策
に
掲
げ
て
い

ま
す
が
、
国
際
経
済
学
者
か
ら
見
る
と
、「
教
科
書
を
わ

か
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
感
じ
で
す
。
政
策
的
に
何
を
黒

字
に
し
て
何
を
赤
字
に
し
た
ら
い
い
か
、
そ
う
い
う
話
で

は
な
く
、
様
々
な
経
済
状
況
が
国
際
収
支
の
構
造
に
反
映

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
の
こ
の
状
況
は
悪
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
幾
つ
か
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
予
測
と
し
て
、

こ
の
ま
ま
人
口
が
減
り
、
さ
ら
に
外
国
人
労
働
者
も
増
え

な
い
と
な
れ
ば
、
生
産
力
自
体
が
減
っ
て
い
く
の
で
、
大

幅
な
生
産
性
向
上
が
な
い
限
り
、
輸
出
も
減
り
、
経
済
は

縮
小
し
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
高
齢
化
し
て

貯
蓄
が
取
り
崩
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
と
、
対
外
資
産

を
取
り
崩
す
可
能
性
も
あ
り
、
将
来
的
に
は
経
常
収
支
の

黒
字
も
減
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
も
し
経
常
収
支
が

赤
字
に
転
化
し
た
場
合
、
対
内
投
資
が
入
っ
て
く
れ
ば
良

い
わ
け
で
す
が
、
外
国
か
ら
の
投
資
も
入
っ
て
こ
な
い
と

な
る
と
困
る
の
で
、
何
ら
か
の
形
で
安
定
的
な
収
支
構
造

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
議
論
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
の
理
解
と
し
て
は
、
黒
字
と
赤
字
ど
ち
ら
が
望
ま
し
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い
か
と
い
う
話
で
は
な
く
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
い
い
ま
す

か
、
経
常
収
支
が
構
造
的
に
維
持
で
き
る
よ
う
な
形
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
昔
か
ら
言

わ
れ
て
き
た
話
の
繰
り
返
し
で
す
が
、
正
攻
法
で
経
済
の

構
造
改
革
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
し
か
な
い
と
い
う
の

が
結
論
だ
と
思
い
ま
す
。

○
森
本
理
事
長　

時
間
も
オ
ー
バ
ー
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
本
日
の
「
資
本
市
場
を
考
え
る
会
」
は
以
上
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

伊
藤
様
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

（
い
と
う　

け
い
こ
・
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院　

教
授
）

�

（
本
稿
は
、
令
和
六
年
一
一
月
一
八
日
に
開
催
し
た
講
演
会
で
の

要
旨
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
責
は
当
研
究
所
に
あ
る
。
）
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